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　　正三角形から正方形へ　

　　

　　　正三角形を図のように切って並べかえ，正方形にすることが

　　できる。

　　　この分割は，イギリスのパズル作家，数学者であるヘンリー

　　アーネストデュードニー～による。

　　正方形の一辺の長さ

　　　正三角形の一辺の長さをとすると，その面積は
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　　であるから，正方形の一辺の長さは  である。

　　　の長さの作図は右図のようにすればよい。を直径とする

　　円との延長との交点をとすると，から

　　　：： よって  ＝ から 

　　分割方法　

　　　の辺，の中点をそれぞれ，とし，から
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　　距離の点を辺上にとる。さらに上に

 

 











　　となる点をとる。に，から垂線を引きそれぞれ，

　　とする。，，が分割線。

　　　四角形は平行四辺形で，底辺，高さ  
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，，は合同で面積は
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　　を底辺とみなすと高さ，は

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となる。

　　さらにからよって

　　，，がいえる。

　　一般化　

　　　正三角形以外の一般の三角形についても同様の分割で正方形にできる。
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　　それが可能な三角形の条件については未考察


